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寺本民生 ･加藤泰一 ･橋本任明･木下 誠
(東大 ･医･病院)
アポ蛋白AIは,抗動脈硬化作用を持つとされ
ているHDLの主要アポ蛋白であるが,肝や小腸
の細胞からは,6コのアミノ酸よりなるプロ部分
を持ったまま分泌され,血中でプロ部分が切断さ
れ成熟化することが知られている｡このプロアポ
A-1は,塩基性蛋白であることが知られている｡
我々は,HDLの抗動脈硬化作用を解明する目的
で,プロアポA-Ⅰの肝よりの分泌様式についてニ
ホンザルの肝を用いて検討した｡潅流肝より分泌
されるアポ蛋白A-Ⅰは,0.75±0.29〟g/g･liver
/hourであり,段階的超遠心法による各リポ蛋白
への分布では,880/Oはd>1.21g/mlの分画に回収
され,HDL分画には,わずか10.2%のみであっ
た｡超遠心によるアーチファクトの可能性も考え,
高速液体クロマトにより分画したが,アポA-Ⅰは
通常のHDLより小さな粒子群として溶出され,
脂質を伴7:1うことなく,アポA-Ⅰのまま分泌され
ている可能性が考えられた｡その原因を知るため,
二次元電気泳動法により,アポA-Ⅰのイソプロテ
ィンを調べた所,塩基性プロアポA-Ⅰが主体であ
ることが判明し,プロアポA-1は脂質結合性が低
いためと考えられた｡しかし,一部は成熟型のア
ポA-Ⅰも出現しており,濯流液中で,一部のプロ
アポA-ⅠはアポA-Ⅰに転換している可能性が考え
られた｡更に,サルを高コレステロール食で飼育
し,高コレステロール血症とした所で,その肝よ
り分泌されるアポA-Ⅰを調べるとその殆んどがプ
ロアポA-Ⅰであることが判明した｡アポA-1の分
泌量は,高コレステロール食により影宅削ま受けな
かった｡
これらの事実は,プロアポA一Ⅰ転換酵素は肝か
ら分泌されている可能性を示すと同時に,高コレ
ステロール食によりその分泌が抑制される可能性
を示すものである｡高コレステロー ル血症におい
ては,しばしばHDLが低下していることが知ら
れているが,肝よりのこのプロアポA-Ⅰ転換酵素
の分泌が低下している可能性が考えられ,今後,
プロアポA-Ⅰ転換酵素を各疾患で検討し,動脈硬
化症発症との関連について検討したいと考えている｡
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